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トピックス

●人事異動の案内

●デイサービスの入浴サービスを紹介します

●ゆうらいふ秋のトピックス

●令和 4 年保育所園児募集

●コラム「プロフェッショナル」　など

ゆうらいふの取り組みや、
各事業所の活動、介護の情報

など配信中です！

なんでも相談 ほっとステーション

バトンを渡した⼈：⽩井 美知栄さん（栄養⼠ ・ 調理師） 2021 年 7 ⽉号登場

 う え だ     な お こ
理学療法⼠

植⽥  尚⼦
わが国のリハビリテーションの歴史を遡ると、 その進歩を動機付
けたのは奇しくも戦争でした。 戦中戦後には⾝体動作能⼒や
経済的能⼒の回復をリハビリテーションの⽬標とし、 義肢を装
着した訓練はまさに 「義⾜に⾎が通うまで」 に⾄るものであった
そうです。
 

時代の変化に伴い、 価値観が多様化した現代ではリハビリテー
ションの⽬標もまた多様化しつつあります。 ひとが、 そのひとらし
く⽣きるということがリハビ
リテーションの⽬標となりま
した。 そのための⼿段を
提案し、 多⾓的にサポー
トすることが我々専⾨職
の役割でもあります。
 

気軽に相談していただける
地域の療法⼠を⽬指し
て、 私も⾃分らしく暮らし
ていきたいなと思います。

読書会（認知症研修）
全職員で村井理子著『全員悪

人』を読みました。当事者の

目線で認知症が描かれた物語

です。

周りで支える者は、想像力を

働かせ、当事者の不安や怒り

を推し量る努力が大切だと気

づかされる一冊です。

ゆうらいふ、花梨、すいれん3拠点のどの建物にも中庭があり明るい光が
さし込みます。季節の移ろいや風を感じられほっとします。

編集後記
先日、カメラマンに建物撮影をお願いしました。

妥協することなく、何度もファインダーを覗き、

構図を変えてシャッターを押す姿に、プロ意識の高さ

を感じました。今号の職員コラムコーナー「プロフェッ

ショナル」は育休明けで復帰した植田 PT が登場し専門

職としての役割について執筆しています。私たちも、

妥協せず向き合っていきたいと感じます。



利用者に個浴でリラックスして入浴していただけることを大切に考えています。

その為に一人ひとりの身体機能や生活状態に合わせ、入浴動作の訓練を兼ねながら安心し

て入浴頂くための工夫に日々取組んでいます。

　また、今年 4 月の介護保険制度の改正で、単に入浴を済ませるだけでなく、できるだけ住

みなれた自宅で、自分自身の力でお風呂に入ることを目指す“生活の自立支援”が求めら

れています。

9 月 16 日よりサービス標準化の責任者を拝命しました。

ゆうらいふのどの部門のサービスを利用しても、「Life Worth 

Liveng“生きるに値する人生”」を共に考えられるよう、質の高い

自律支援サービスを実践してまいります。

今回の人事は、下記の事を目的に実施いたしました。

今後ともよろしくお願いいたします！

この度所長を拝命した武田でございま

す。誰もが住みなれた家で安心して、

自律した生活が続けらえるよう共に考

えて参ります。今の生活をさらに維持・

向上する為のリハビリや、得意なこと

で活躍したり、新しいことに挑戦しワ

クワクしたり…それぞれの自分らしい過ごし方を選ん

でいただけるよう、スタッフ一丸となって努めてまい

ります。どうぞよろしくお願いいたします。

それぞれの保育所でお祭りを開催しま

した。保育所すいれんでは、子ども達

がお神輿を担ぎ、窓際で応援するデイ

サービスや小規模多機能サービスの利

用者様のそばを練り歩きました。保育

所かりんでは、ヨーヨーすくいや魚釣

りなどの模擬店コーナーで祭り気分を

味わいました。コロナ禍でも、感染対

策をしながら工夫して行事を楽しんで

います。早く、思い切りお祭りを楽し

みたいですね！

辞令交付の様子

グループホームは 4 年の勤務経験

がありますが、所長は初めてです。

コミュニケーションをとり、職員

の意見が反映される、働きやすい

職場を目指します。

グループホームは利用者にとって

「生活の場所」です。やりたいことが実現できる・

今できていることが継続できるよう職員と共に努

めてまいります。よろしくお願いいたします。
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